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Ⅰ今月の鳥はイソシギ

①イソシギ チドリ目シギ科イソシギ属

L 20㎝ 漢字名 磯鴫

学名 Actitis  hypoleucos 英名 Common Sandpiper 

9月(先々月)探鳥会でイソシギが出ました。

枚方淀川探鳥会の観察チェックリストを見ていただくとわかる

ように、平が担当して13年間で、ほほ毎回観察できるスズメが

125回観察しているのに対し、イソシギは89回と、ほぼ2/3の

探鳥会で観察している常連の鳥である。

磯鴫は白いアイリングと、胸の白色部が翼の付け根あたりで
白く食い込んでいることが特徴の鳥である。

②大阪府のイソシギ ➝
（大阪府鳥類目録 2016）

大阪府の山地を除く区画に生息しているが、

繁殖個所はほとんどないことがわかる。

枚方淀川探鳥会でも、上記の通りほぼ一年中

観察できるものの、繁殖していないと思われる。

右図の春にBランクが1か所あるが、2005年

岸和田市において交尾活動が確認された

ものである。この20年間で大阪府内では

それ以外の繁殖行動は見られていない。

← ③日本のイソシギ繁殖地分布
（鳥類分布調査会 2021年）

全国で留鳥として繁殖する。東北以北のものは南へ移動し

て越冬する。1970年代から 1990年代にかけ記録メッシュ

数が減少し，2010年代にかけてはやや増加しているが，

1990年代と2010年代でほぼ同じコースを調査できた現地

調査の記録を見ると，117地点 から75地点へと減少してお

り，減少が続いている可能性がある。

④世界のイソシギ分布図

真木・大西（日本の野鳥590）

2000年平凡社

日本では留鳥として全国に広く

分布するが、中部地方以北では

夏鳥である。

世界で見ると、ユーラシア大陸

中部に繁殖地が広がっている。

越冬地はアジア・オーストラリア

～アフリカに広がっている。

イソシギ 20221002（幅良三氏）

冷え込みが厳しくなっており、ジョウビ

タキを期待したいとと思っている。

25年10月探鳥会は雨天中止としまし
た。10月探鳥会用に作成した資料をリ
メークしています。

ジョウビタキ（20221106)幅良三氏

⑤11月に観察したい鳥
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Ⅱ 探鳥会観察チェックリスト（第8版）
観察回数は、平が担当した2012年1月～先月2024年12月までの13年間での

観察回数です。

100回以上は留鳥、50回前後は冬鳥or夏鳥、10回以下は珍鳥？

今月も関西医大の工事の関係で短縮コースとなった。天野川ではコ

サギ・ダイサギ・カワセミ、そしてイソシギなどが観察できた。

２年前に伐採されてできた河川敷の草原で、草原の鳥を期待していたが、モズ1羽、ホオジロ1羽にとどまった。河川敷はクズ・アレチ

ウリなどのなどのつる植物、オオブタクサなど2～3ｍもの草丈の高い野草に覆われ、草原の鳥キジが生活できない状況にあるが、唯

一伐採せずに残されているオオタカの森から、キジの雄たけびを久しぶりに聞いた。

淀川本流にカモが1羽もいなかったこと、秋の渡り鳥が観察できなかったこともあり、トータル観察種は24種にとどまった。

Ⅲ 先々月(9/7）探鳥会報告
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Ⅳ 次回は12月7日（日)
午前9時 ラポールひらかた前

今月と同じように、大阪支部HPからホームズ様式からお申し込

みくださるようお願いします。

カンムリカイツブリ・ヒドリガモなどの冬鳥が楽しみです

カンムリカイツブリ20221106（幅 良三氏）
カンムリカイツブリ（20221106)幅良三氏
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Ⅴ 野鳥通りの変化 （2023年11月樹木伐採経過）
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